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1. はじめに 

 中国においては、出願人は、同一発明について特許出願と実用新案登録出願とを同日に中国特許庁にファイルする

ことが可能です。この場合、通常は実用新案が先に登録され、他に拒絶理由がなければ特許出願の実体審査段階で出

願人に既に登録されている実用新案権か、あるいは審査中の特許出願のいずれか一方を選択すべき旨が命じられます。 

 

 中国においては、同一の技術的思想に係る発明および考案について、同日に出願し、且つ、それぞれの申請書類に

その旨を陳述することによって、特許出願および実用新案登録出願を同日に出願することが認められています。この

制度を利用することによって、権利空白の期間の期間を短くすると共に、権利行使をより早期に行うことが可能とな

ります。 

 

 以下に、実用新案のメリットについて説明し、その後、特・実の同日出願の手続、効果、メリットとデメリット、

及び留意事項について説明します。 
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